
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

授業の

方法
内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習

の具体的な内容

教科書の該当単元につい

て説明できる各コマに

おける

授業予定

３．新生児の異常と看護

各コマに

おける

授業予定

２．分娩の異常と看護

教科書の該当単元につい

て説明できる

第

5

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

新生児の異常について説明できる
教科書

授業資料

演習問題

第

4

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

胎児・胎児付属物の異常について説明できる
教科書

授業資料

演習問題

教科書

授業資料

演習問題

教科書の該当単元につい

て説明できる

第

1

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

ハイリスク妊娠、妊娠時の異常について説明できる
教科書

授業資料

演習問題

教科書の該当単元につい

て説明できる

第

3

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

産道・娩出力に関する異常について説明できる
教科書

授業資料

演習問題

教科書の該当単元につい

て説明できる各コマに

おける

授業予定

２．分娩の異常と看護

各コマに

おける

授業予定

Ⅰ．妊娠・分娩・新生児・産褥の異常

１．妊娠の異常と看護

各コマに

おける

授業予定

Ⅰ．妊娠・分娩・新生児・産褥の異常

１．妊娠の異常と看護

第

2

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

妊娠疾患、多胎妊娠について説明できる

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学概論 母性看護学① 医学書院

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学各論 母性看護学② 医学書院

予習・復習をして講義内容をまとめる

日ごろより、リプロダクトヘルスに関連した社会の動きやニュースに敏感になり社会の動向を踏まえる

授業の

方法
内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習

の具体的な内容

出席状況、課題提出状況、筆記試験で総合的に評価する

女性のライフステージの中で周産期の母子と家族の健康に焦点をあて、心理社会的変化と生活への適応と、健康逸脱時のケアなどにつ

いて学習する

担 当 教 員 半田　充
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年生 学期及び曜時限 教室名

講義演習

科  目  名 母性看護学援助論Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2020

学        科 看護学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法



各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

第

15

回

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

第

14

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

第

13

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

第

12

回

講

義

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

各コマに

おける

授業予定

まとめ

終講テスト

教科書の該当単元につい

て説明できる

第

11

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

第

10

回

演

習

形

式

授業を

通じての

到達目標

第

9

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

第

8

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

これまでの学習をふまえ、周産期の母子の健康逸脱内容をまとめるこ

とができる
教科書

授業資料

各コマに

おける

授業予定

教科書

授業資料

演習問題

教科書の該当単元につい

て説明できる

教科書

授業資料

演習問題

教科書の該当単元につい

て説明できる各コマに

おける

授業予定

５．精神障害合併妊婦と家族の看護

各コマに

おける

授業予定

４．産褥の異常と看護

第

7

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

精神障害のある妊婦と家族が持つ課題について説明できる。

第

6

回

講

義

形

式

授業を

通じての

到達目標

産褥の異常について説明できる


